
医政指発第0222001号  

平成18年2月22日  

各都道府県衛生主管部（局）長 殿  

厚生労働省医政局指導課長  

モデル医療計画及び医療計画作成ガイドラインについて   

新しい医療計画制度につきましては、平成20年4月より、がん対策、脳卒中対策、  

小児救急対策などの主要な事業ごとに地域で医療連携体制を構築することによって、医  

療機能の分化・連携を推進し、医療機関相互の連携の下、適切な医療サービスが切れ目  

なく提供されるよう、現在の医療連携体制の水準と将来の数値目標やその達成に向けた  

具体的方策を明示することになるなど、これまでの医療計画とは大きく異なるものとな  

る予定です。   

つきましては、今般、新しい医療計画の作成に向け、各都道府県において、平成20  

年度からの新しい医療計画制度を円滑に進めることが出来るよう、医療計画制度に関す  

る学識経験者の下で検討されたものを基に、モデル医療計画及び医療計画作成ガイドラ  

インを作成しましたので、これらを積極的に活用して取り組んでいただくようお願いい  

たします。  

＜照会先＞   

医政局指導課計画係、指導係   

03－5253－1111（内線2557）  
もとはしたてだ   

担当者：本橋、舘田  
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新しい医療計画制度を念頭においたモデル医療計画  

※網掛け部分は今般の改正に伴い   

新たに追加される事項  

第1章 医療計画に関する基本的事項  

第1君瀾趣旨  
◇医療計画制度に関する根拠法令と医療計画の作成に関する趣旨等を明記  

◇00県の地域的状況や特殊性にも触れる  

◇医療計画の作成に至る経過についても触れる  

簑旦艶．基本理念  

◇医療に関する00県の基本理念を明記  

簑旦塾．医療計画の位置付lナ   

◇・当該医療計画が00県の総合計画（作成している場合）とどのような関係にあるのか明記  

簑旦塾医療計画の期間  
◇基準病床数（医療圏の設定を含む。）に関する計画期間を明記  

第2章 00県の保健医療提供体制の基本的な状況  

簑＿］＿塵働制の状況   
◇地域の状況と特殊性等   

◇保健医療提供体制に関する経年変化（全国との比較も含む。）   

◇マップ・グラフ・レーダーチャート等の活用（ビジュアルでわかりやすい表現）   

◇医療関係の統計情報の明示（インターネット等アドレス等）  

1 地勢と交通  

・地域の特殊性  

・交通機関の状況、地理的な状況、生活圏 など  
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2 人口   

ア 人口   

・人口推移   

・年齢三区分人口   

・世帯数 など   

イ 将来推計   

・高齢化率   

・出生率  など   

3 平均寿命   

・現状、将来推計 など   

4 住民の健康の状況   

・人口動態、医療、介護等に関する統計より、全国の平均値等と比較、分析して記述   

5 住民の受療行動   

・入院、通院悪者の状況（白地域入院患者数、自地域依存率、流入流出患者数、受療  

率など）   

・病床利用率、平均在院日数など   

・住民の意向の把握 など   

6 医療施設（病院及び診療所など）の概況   

・病院数、診療所数（有床及び無床診療所、歯科診療所）、病床数（病床種別ごと）な  

どをできるだけ分かりやすく明記  

簑旦堕 医療関係の人材の確保と資質の向上   

◇医療関係職種について幅広く記述（臨床研修制度についても記述）  

1 医師  

2 歯科医師  

3 薬剤師  

4 獣医師  

5 看護職員（保健師・助産師・看護師）  

6 管理栄養士・栄養士  

7 理学療法士・作業療法士  

8 介護サービス従事者  

9 その他の保健医療従事者  

・歯科衛生士、歯科技工士、診療放射線技師、臨床検査技師・衛生検査技師  
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視能訓練士、言語聴覚士、臨床工学技士、義肢装具士、救急救命士、  

あん摩マッサージ指圧師・はり師・きゅう師、柔道整復師 など  

簑旦塾 基準病床数   

1一般病床と療養病床（医療圏ごと）  

2 精神病床、結核病床、感染症病床（全県の区域）  

第3き00県における事業ごとの医療連携体制の現涙  

簑⊥艶 住民・患者の立場に立った医療提供体制の構築   

◇医療機関の情報提供と開示状況（セカンドオピニオンを実施している医療機関含む。）   
◇医療機能情報の活用（インターネット等の活用） など  

麗喜彗窪返：呂  
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11 その他の対策  

イ 精神保健医療対策   

・それぞれの医療機関ごとの役割を明記   

・精神科救急医療、うつ病対策、認知症等の取組を記述   

・精神障害者の退院の促進に関する取組を記述   

・心身喪失者等への入院・外来などの取組を記述   

り 結核・感染症対策  

・結核対策、感染症対策について医療機関ごとに明記   

・インフル工ンザ、エイズ、C型肝炎など00県の取組を記述   

工 臓器等移植対策   

・00県の取組を記述  

・相談等の連絡先を明記   

オ 難病等対策   

・リウマチ、アレルギーなど00県の取組を記述   

・相談等の連絡先を明記   

力 歯科保健医療対策  

・00県の取組を記述  
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・相談等の連絡先を明記   

キ 血液確保対策   

・00県の取組を記述  

・相談等の連絡先を明記   

ク 医薬関係   

・00県の取組を記述   

・相談等の連結先を明記   

・治験の実施状況や医薬品提供体制を記述   

ケ 医療に関する情報化  

・医療機関の情報システム（レセプト・カルテ・．地域連携クリテイカルパスなど）の   

普及状況と取組について記述   

コ その他   

・都道府県が特に力を入れている分野を明記  
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第5章 保健・医療・介護（福祉）の総合的な取組  

乱迅巨 像陸牒塘・イ帽乏（福祉）の連携   

◇患者・利用者の立場にたった保健・医療・介護（福祉）の切れ目のない連携体制の構築   

◇健康増進計画、介護保険事業支援計画、医療費適正化計画（仮称）など他の計画との   

整合性の確保   

◇保健・医療・介護（福祉）の情報ネットワークシステムの取組  

簑旦節 健康づくり運動の推進   

◇健康日本21との関係等記述   

◇00県の取細について記述  

第3節 高齢者保健福祉対策（介護保険を含む。）  
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◇高齢者の医療の確保等に関して記述  

◇高齢者の保健福祉対策に関して記述  

簑週 
◇障害者の医療の確保等に関して記述【一部再掲】   

◇障害者の保健福祉対策に関して記述  

簑旦乳母子保健福祉対策   

◇母子保健医療福祉について記述【一部再掲】   

◇健やか親子21との関係等記述   

◇同産期医療との関係について記述  

第6節 保健福祉施設の機能強化   

◇地域の保健医療福祉施設・設備の整備、調査研究機能等を記述  

・保健所  

・精神保健福祉センター  

・児童相談所  

・衛生研究所  

・市町村保健センター  

第6章 健康危機管理体制の構  

第1節 健康危機管理体制   

◇特定の事象について具体的な連携対応   

◇NBCテロ、輸入感染症、新たな疾病への対応   

◇保健所と医療機関等との連携の強化   

◇平時対応、有事対応、事後対応を記述  

第2節 医薬品等の安全対策   

第3節 食品の安全衛生  

簑4節 生活衛生対策  
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資 料 編  

○ 保健医療福祉関係統計資料  

・統計資料  

・棒グラフ、円グラフ、レーダーチャート  

・当該地域は全国的にみてどのような位置づけか  

0 9事業別の続計資料  

・事業別の統計資料  

・棒グラフ、円グラフ、レーダーチャート  

・当該地域は全国的にみてどのような位置づけか  

参  

○ 医療審議会名簿】作業部会名簿  
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